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元
日
、
何
処
の
家
庭
も
一
家
団
欒
で
無

防
備
に
な
っ
て
い
た
夕
方
、
突
然
ス
マ
ホ

が
騒
ぎ
出
し
、
直
後
に
船
上
に
居
る
よ
う

な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
テ
レ
ビ
を
点
け
た

ら
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
絶
叫
し
て
い

る
。
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
の
に
何
と
い
う
言
葉
遣

い
だ
」
と
怒
り
に
近
い
違
和
感
を
覚
え
た

の
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
高
を
括
っ
て

い
た
か
ら
だ
ろ
う
。 

能
登
半
島
は
高
校
３
年
の
夏
、
初
め
て

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
以
来
、
友
人
や
家
族
と

何
度
も
行
っ
て
お
り
、
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
輪
島
朝
市
な
ど
は
オ
バ
ち
ゃ
ん
達
と

の
言
葉
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
き
た
。
風

向
明
媚
、
何
を
食
べ
て
も
旨
い
し
、
人
々

が
温
か
い
。 

2007
年
の
能
登
半
島
地
震
の
際
も
個
人
的

調
査
で
伺
っ
て
い
る
が
比
較
に
な
ら
な

い
被
害
の
よ
う
だ
。 

親
し
い
知
人
の
無
事
は
確
認
し
て
い
る

が
、
あ
の
時
「
現
段
階
は
小
破
だ
が
、
大

き
な
余
震
が
あ
れ
ば
倒
壊
す
る
可
能
性

も
あ
る
か
ら
単
な
る
修
繕
だ
け
で
な
く
、

接
合
部
の
補
強
を
行
な
っ
た
方
が
良
い
」

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
お
宅
は
今
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

能
登
地
方
は
2018
年
頃
か
ら
地
震
回
数

が
増
加
傾
向
と
な
り
、
2020
年
12
月
頃
か

ら
活
発
化
、
群
発
地
震
の
よ
う
な
様
相
と

な
り
、
昨
年
５
月
に
は
震
度
６
強
や
５
強

の
地
震
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

そ
し
て
元
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6
、
最

大
震
度
７
に
襲
わ
れ
た
。 

専
門
家
が
「
流
体
が
断
層
に
影
響
を
与

え
た
可
能
性
」
と
発
言
し
て
い
た
。 

近
年
、
地
震
の
発
生
に
水
が
関
係
し
て
い

る
と
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
素
人
の

想
像
で
し
か
な
い
が
〝
流
体
〟
と
は
、
日

本
列
島
特
有
の
火
山
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
近
い
よ
う
思
え
る
。 

日
本
列
島
付
近
の
海
溝
型
地
震
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下

に
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
み
、
引
き
込

ま
れ
た
陸
の
プ
レ
ー
ト
が
反
発
し
て
地

震
が
発
生
す
る
」
と
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
。 

こ
の
沈
み
込
む
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
厚
さ

は
数
10

km
か
ら
100

km
も
あ
る
そ
う
で
、

途
方
も
な
い
重
量
に
よ
っ
て
沈
降
す
る

の
だ
が
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
は
大
量
の
水
分

を
含
ん
で
お
り
、
列
島
の
地
下
深
く
に
潜

り
込
む
と
高
い
圧
力
と
高
温
に
よ
り
水

分
が
周
辺
の
岩
盤
を
溶
か
し
、
気
球
の
如

く
地
表
近
く
ま
で
上
昇
、
マ
グ
マ
溜
ま
り

を
作
る
と
い
う
。 

マ
グ
マ
溜
ま
り
や
そ
の
影
響
を
受
け
た

熱
水
の
類
を
〝
流
体
〟
と
表
現
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

仮
に
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ら
ば
、

常
時
、
日
本
列
島
の
地
下
で
は
海
洋
プ
レ

ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い
る
か
ら
〝
流
体

〟
は
絶
え
間
な
く
供
給
さ
れ
て
お
り
、
能

登
に
限
ら
ず
各
地
で
同
様
の
地
震
は
起

こ
り
得
る
。 

過
剰
な
考
え
と
は
思
う
が
、
能
登
半
島

に
火
山
は
な
い
と
い
う
も
の
の
〝
流
体

〟
の
質
や
規
模
次
第
で
は
陥
没
カ
ル
デ

ラ
や
地
下
水
と
接
し
、
マ
ー
ル
の
よ
う
な

地
形
変
化
も
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
水
分

を
含
ん
だ
マ
グ
マ
が
地
表
に
飛
び
出
せ

ば
瞬
時
に
膨
張
、
日
本
列
島
特
有
の
〝
爆

発
的
火
山
噴
火
〟
の
可
能
性
も
否
定
で

き
ま
い
。 

誰
し
も
物
事
は
己
の
都
合
の
良
い
方

向
に
捉
え
る
は
ず
で
、
大
き
な
地
震
が
起

こ
る
と
「
蓄
積
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
開

放
さ
れ
、
こ
の
先
、
数
十
年
は
地
震
な
ど

起
き
な
い
」
な
ど
と
考
え
よ
う
が
、
日
本
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列
島
は
２
千
万
年
以
上
前
か
ら
地
殻
変

動
や
火
山
噴
火
、
浸
食
を
繰
り
返
し
、
今

の
地
形
が
形
成
さ
れ
、
現
在
も
進
行
中
な

の
だ
。 

日
本
列
島
の
地
下
構
造
は
地
球
上
で
稀

に
見
る
複
雑
な
構
造
ら
し
く
、
常
時
、
地

殻
変
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。 

能
登
半
島
は
断
層
の
ズ
レ
や
隆
起
の
痕

跡
が
あ
り
、
国
内
各
地
に
火
山
噴
火
や
地

殻
変
動
、
氷
河
、
浸
食
の
痕
跡
が
見
ら
れ

る
。 

現
地
に
行
か
ず
と
も
、
机
上
で
日
本
地
図

を
見
な
が
ら
地
殻
変
動
の
痕
跡
を
判
断

し
易
い
の
は
四
国
だ
。 

東
西
に
横
切
る
中
央
構
造
線
（
断
層
）
上

を
吉
野
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
南
側
は
海

由
来
の
地
層
で
北
側
は
陸
由
来
の
地
層

な
の
だ
が
、
中
流
で
90
度
屈
折
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
南
か
ら
北
方
向
へ
流
れ
て
い
た

川
が
プ
レ
ー
ト
の
動
き
に
伴
う
断
層
の

ズ
レ
で
分
断
、
破
砕
帯
が
浸
食
さ
れ
現
在

の
吉
野
川
に
な
っ
た
痕
跡
で
、
分
断
後
の

ズ
レ
は
20

km
近
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
、
海
中
で
形
成
さ
れ
た
付

加
体
が
四
国
山
地
や
高
知
平
野
を
形
成
、

マ
ン
モ
ス
な
ど
が
闊
歩
し
て
い
た
陸
地

が
世
界
有
数
の
多
島
海
た
る
瀬
戸
内
海

に
変
貌
し
た
の
だ
。 

こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
地
殻
変
動
を
起

こ
す
に
は
長
い
歳
月
と
無
数
の
巨
大
地

震
が
想
像
で
き
る
。
よ
っ
て
能
登
半
島
地

震
で
「
４
ｍ
隆
起
、
輪
島
市
が
西
に
1.3
ｍ

ズ
レ
た
」
な
ど
の
報
道
を
聞
い
て
も
驚
き

は
な
い
。 

今
回
の
被
災
家
屋
に
つ
い
て
既
に
複

数
の
専
門
家
が
「
繰
り
返
す
地
震
に
ダ
メ

ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ
、
ト
ド
メ
を
刺
さ
れ

た
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
に
自
然
災
害
に
為
さ
れ
る
ま
ま
で
は
、

一
瞬
に
し
て
家
や
土
砂
に
押
し
潰
さ
れ

て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
悲
し
む
間
も
な

く
極
寒
の
中
で
不
便
な
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
方
々
は
浮
か
ば
れ
な
い
。 

こ
れ
を
機
に
繰
り
返
し
て
き
た
教
訓
を

生
か
さ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。 

 

そ
こ
で
ま
ず
、
地
震
災
害
を
踏
ま
え
改

正
さ
れ
て
き
た
耐
震
基
準
の
変
遷
と
要

旨
を
考
え
て
み
る
。 

〇
1950
年 

建
築
基
準
法
が
施
行
。
こ
れ
を

「
旧
・
耐
震
基
準
」
と
呼
び
「
震
度
５

強
程
度
の
地
震
で
倒
壊
し
な
い
」
と
さ

れ
た
。 

〇
1978
年 

宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
、
地
震

に
よ
る
横
方
向
の
力
に
対
し
、
壁
が
抵

抗
要
素
と
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
。 

〇
1981
年 

建
築
基
準
法
の
大
改
正
「
新
耐

震
基
準
」
施
行
。 

耐
力
壁
の
量
を
増
や
す
な
ど
、
壁
量
計

算
の
基
準
を
変
更
。
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
に
は
平
面
的
・
立

体
的
バ
ラ
ン
ス
と
〝
建
物
の
耐
力
〟
が

〝
必
要
と
さ
れ
る
耐
力
〟
を
上
回
る

こ
と
を
確
認
す
る
「
保
有
水
平
耐
力
の

確
認
」
規
定
が
定
め
ら
れ
（
木
造
に
は

な
い
）
、
求
め
ら
れ
る
耐
震
性
能
が
「
震

度
６
強
か
ら
震
度
７
程
度
の
地
震
で
倒

壊
し
な
い
」
レ
ベ
ル
に
強
化
さ
れ
た
。 

〇
1995
年 

兵
庫
県
南
部
地
震
が
発
生
、
新

耐
震
基
準
に
よ
り
耐
力
壁
を
増
や
し

て
も
被
害
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
。
ま

た
、
建
物
に
横
方
向
の
力
が
作
用
す
る

と
柱
の
上
部
や
下
部
が
梁
や
土
台
か

ら
抜
け
て
し
ま
う
被
害
が
多
く
確
認

さ
れ
た
。 

〇
2000
年 

耐
力
壁
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
規

定
と
木
造
建
築
物
の
最
大
の
弱
点
で

あ
る
接
合
部
の
強
化
を
図
る
規
定
が

出
来
た
（
現
行
法
）
。 

〇
2016
年 

熊
本
地
震
で
は
「
旧
耐
震
基

準
」
で
造
ら
れ
た
建
物
が
倒
壊
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
受
け
る
。 

今
回
の
能
登
半
島
地
震
は
耐
震
改
修

が
進
ん
で
な
い
地
域
で
も
あ
り
、
全
容
は

ハ
ッ
キ
リ
し
て
な
い
も
の
の
、
大
変
な
被

害
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

そ
し
て
、
何
処
か
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
新
耐

震
施
行
後
の
建
物
な
の
に
壊
れ
た
」
と
報

道
し
て
い
た
が
、
新
耐
震
基
準
以
降
だ
か

ら
盤
石
と
は
言
え
ず
、
兵
庫
県
南
部
地
震
、

熊
本
地
震
で
倒
壊
し
て
い
る
建
物
が
数

多
く
あ
る
。 

そ
れ
よ
り
現
行
法
は
「
１
回
の
大
地
震
」

を
想
定
し
た
も
の
で
、
熊
本
地
震
の
よ
う

に
波
状
的
に
起
こ
る
地
震
や
群
発
地
震

は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
技
術
規
準

は
〝
損
傷
や
修
繕
困
難
な
変
形
〟
を
許
容

し
て
い
る
。 

そ
こ
で
建
築
基
準
法
は
、
施
行
当
初
か
ら

「
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
〝
財
産
の
保

護
〟
を
図
る
最
低
の
基
準
」
と
謳
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
盾
に
、
建
物
が
大
き
く
損
傷
、

変
形
す
れ
ば
〝
財
産
の
保
護
〟
と
言
え

る
か
？ 

と
疑
問
を
投
げ
ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
「
１
回
の
大
き
な
揺
れ
で
損
傷
、
変

形
し
て
も
外
に
逃
げ
ら
れ
れ
ば
、
命
を
失

う
こ
と
は
な
い
」
そ
し
て
「
壊
れ
た
建
物

に
は
入
る
な
」
と
捉
え
る
べ
き
だ
。 

大
地
震
に
耐
え
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
通
常
の
生
活
が

出
来
る
よ
う
、
コ
ス
ト
を
か
け
、
剛
強
な

建
築
物
を
築
造
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
そ
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れ
を
法
制
化
す
れ
ば
国
の
経
済
問
題
に

も
発
展
し
か
ね
な
い
。 

そ
こ
で
推
奨
し
た
い
の
が
2000
年
に
施
行

さ
れ
た
「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
の
中
で
示
さ
れ
た
「
耐
震

等
級
」
で
あ
る
。 

・ 

耐
震
等
級
１
は
、
建
築
基
準
法
遵
守
。 

・ 

耐
震
等
級
２
は
、
１
の
1.25
倍
。 

・ 

耐
震
等
級
３
は
、
１
の
1.50
倍
。 

個
人
的
に
〝
耐
震
等
級
３
を
標
準
化
す
べ

き
〟
と
考
え
て
い
る
が
現
実
問
題
が
あ
る
。 

本
会
の
業
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
住
宅
展

示
場
で
見
掛
け
る
木
造
住
宅
の
中
に
は

「
耐
震
等
級
３
」
と
の
表
示
が
あ
る
も
の

の
、
デ
ザ
イ
ン
・
使
い
勝
手
優
先
で
「
構

造
的
な
力
の
流
れ
を
無
視
し
て
い
る
」
と

疑
わ
れ
る
プ
ラ
ン
を
数
多
く
見
て
き
た
。 

職
種
柄
、
ケ
ダ
モ
ノ
的
感
覚
で
先
ず
３

次
元
の
力
の
流
れ
を
想
像
し
て
し
ま
う
。 

大
空
間
の
１
階
リ
ビ
ン
グ
直
上
に
主
要

な
耐
力
壁
を
配
置
し
て
い
る
な
ど
、
上
下

階
の
耐
力
壁
や
柱
の
連
層
率
が
低
い
プ

ラ
ン
や
吹
き
抜
け
に
反
対
し
な
い
が
、
周

辺
の
壁
配
置
次
第
で
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

上
、
ま
た
、
法
律
上
で
耐
力
壁
と
し
て
有

効
で
も
、
事
実
上
、
効
力
が
な
い
耐
力
壁

を
配
置
し
て
い
る
プ
ラ
ン
も
見
掛
け
る
。 

直
感
的
に
「
危
険
」
と
判
断
す
れ
ば
プ
ラ

ン
変
更
を
求
め
る
が
、
聞
き
入
れ
て
く
れ

た
建
築
主
、
設
計
士
さ
ん
の
記
憶
は
な
い
。 

第
三
者
と
し
て
は
、
有
資
格
者
の
設
計
に 

〝
法
や
技
術
規
準
に
な
い
〟
事
案
を
強
要

す
べ
き
で
な
く
、
一
度
は
注
意
を
促
す
が

「
選
ぶ
の
は
建
築
主
」
な
の
で
尊
重
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
私
個
人
の
持
つ
懸
念
が

熊
本
地
震
で
露
呈
し
た
「
壁
の
直
下
率
」

や
「
柱
の
直
下
率
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。 

上
下
階
で
間
取
り
が
同
一
で
あ
れ
ば

壁
・
柱
の
位
置
が
一
致
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
直
下
率
は
100
％
で
「
安
全
率
が
高

い
」
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
は
総

２
階
の
ア
パ
ー
ト
で
も
な
い
限
り
、
あ
り

得
な
い
。 

さ
ら
に
、
木
造
は
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
よ
う
に
応
力
の
流
れ
が
明

確
で
な
く
、
加
え
、
木
造
の
最
大
の
弱
点

で
あ
る
接
合
部
を
考
慮
す
べ
き
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
れ
も
〝
法
や
技
術
規
準
に
な
い

〟
た
め
、
行
政
手
続
上
、
考
慮
義
務
は
な

い
。 

つ
ま
り
「
建
築
確
認
申
請
が
通
る
の
と
安

全
性
は
イ
コ
ー
ル
で
な
い
」
こ
と
が
熊
本

地
震
で
実
証
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 

も
う
１
つ
「
地
震
地
域
係
数
（
Ｚ
）
」

と
い
う
規
定
が
あ
っ
て
、
構
造
設
計
上
、

法
定
地
震
力
の
「
地
域
に
よ
る
低
減
」
で

あ
る
。 

図
の
中
で
色
分
け
さ
れ
た
赤
い
部
分
、
北

海
道
か
ら
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
、
関
東
、

東
海
、
近
畿
地
方
は
Ｚ
＝
1.0
（
低
減
な
し
）

だ
が
、
震
度
７
が
観
測
さ
れ
て
い
る
新
潟

県
中
越
地
震
（
2004
年
）
、
熊
本
地
震
（
2016

年
）
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
2018
年
）

の
震
源
地
お
よ
び
今
回
の
能
登
半
島
地

震
に
お
け
る
輪
島
市
や
珠
洲
市
は
Ｚ
＝

0.9
低
減
、
山
口
県
や
九
州
北
部
な
ど
は
Ｚ

＝
0.8
低
減
の
地
域
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
60
年
以
上
前
、
あ
る
地
震
学
者
に

よ
り
発
表
さ
れ
た
「
地
震
危
険
度
の
分

布
」
な
る
論
文
の
引
用
ら
し
く
、
今
な
お

規
準
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
（
本
書
執

筆
中
の
3
月
22
日
、
「
見
直
し
方
針
」

と
の
報
道
が
あ
っ
た
）
。 

現
行
技
術
規
準
は
「
震
度
６
強
か
ら
震

度
７
程
度
の
地
震
で
倒
壊
し
な
い
」
と
さ

れ
、
そ
れ
が
Ｚ
＝
1.0
で
あ
る
か
ら
、
Ｚ
＝

0.9
や
0.8
の
地
域
は
、
少
な
く
と
も
「
震

度
７
を
想
定
し
て
な
い
」
若
し
く
は
「
震

度
７
な
ら
倒
壊
を
許
容
」
し
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

※
地
震
地
域
係
数 

（
読
売
新
聞
よ
り
） 
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今
、
国
は
専
門
家
に
よ
る
試
算
と
謳
い

「
今
後
30
年
以
内
に
70
～
80
％
の
確
率

で
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
恐
れ
」
と
警

戒
を
煽
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
科
学
」

と
い
う
用
語
さ
え
な
か
っ
た
江
戸
時
代

の
古
文
書
に
高
知
県
の
漁
港
、
た
っ
た
１

ケ
所
の
水
深
計
測
デ
ー
タ
だ
け
を
根
拠

に
東
海
地
方
か
ら
四
国
沖
ま
で
の
広
範

囲
を
一
律
想
定
し
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
の

発
表
自
体
も
「
科
学
者
複
数
名
の
反
対
意

見
を
抑
え
込
み
、
結
論
あ
り
き
の
委
員
会

だ
っ
た
よ
う
で
、
防
災
行
政
が
歪
め
ら
れ

て
い
る
疑
い
あ
り
」
と
の
報
道
を
目
に
し

た
。 

そ
う
は
言
っ
て
も
、
別
の
研
究
者
が
複
数

の
湖
沼
な
ど
の
堆
積
物
を
採
取
し
た
と

こ
ろ
、
「
過
去
、
何
度
も
津
波
が
襲
来
し

た
痕
跡
が
あ
る
」
と
も
言
う
の
で
危
険
性

は
認
識
す
べ
き
だ
が
、
歪
め
ら
れ
〝
脅
し

紛
い
〟
の
防
災
行
政
は
如
何
な
も
の
か

と
思
う
。 

懸
念
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
危
険
性
ば
か
り

を
強
調
す
る
が
故
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に

住
む
国
民
が
ど
う
捉
え
る
か
だ
。
「
次
は

南
海
ト
ラ
フ
、
自
分
の
住
む
地
域
は
大
丈

夫
」
・
・
・
等
々
。 

現
に
熊
本
県
や
石
川
県
は
「
地
震
が
少
な

い
地
域
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
企
業
誘
致
を

図
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
住
民
に
油
断
を

招
く
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。 日

本
列
島
の
地
下
構
造
は
４
つ
の
プ

レ
ー
ト
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
。
活
断

層
も
把
握
で
き
な
い
し
、
地
震
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
１
つ
で
は
な
い
。
現
段
階
の

科
学
技
術
レ
ベ
ル
で
は
地
震
予
知
は
不

可
能
に
近
い
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。 

自
然
災
害
の
被
害
防
止
を
生
業
と
し
な

が
ら
、
元
日
「
他
人
事
」
と
高
を
括
っ
た

反
省
か
ら
「
日
本
列
島
の
何
処
に
も
安
全

な
地
域
な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
強
調
し
て

お
く
。 

 

 

□
2024
年
度
総
会
日
程
の
お
知
ら
せ  

2024
年
度
総
会
は
５
月
25
日
（
土
）
午
後

に
開
催
予
定
で
す
。
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
正
会
員
の
皆
様
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ～～
編編
集集
後後
記記
～～  

誰
も
が
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
い
る
。
地
震
、
水
害
な
ど
の
被
災
地

に
伺
う
と
、
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に

聞
か
れ
る
同
じ
言
葉
が
あ
る
。「
ま
さ
か
、

こ
の
地
方
に
こ
ん
な
災
害
が
あ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
、
「
70
年
以
上
も
生
き

て
い
て
聞
い
た
こ
と
な
い
」
等
々
。 

地
球
誕
生
か
ら
46
億
年
、
日
本
列
島
が

大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
か
ら
２
千
万

年
以
上
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
間
、
地
殻
変

動
、
過
酷
な
気
象
条
件
、
浸
食
な
ど
を
繰

り
返
し
現
在
の
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

の
時
間
軸
に
比
べ
れ
ば
人
生
100
年
な
ど

取
る
に
足
ら
な
い
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来

事
に
過
ぎ
な
い
。 

今
月
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
を
迎

え
た
。
忌
々
し
い
原
発
事
故
に
よ
り
、
今

な
お
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
は
原
発
へ
突
き
進
も
う

と
し
て
い
る
。
若
い
頃
、「
原
発
は
安
全
」
、

「
反
対
す
る
者
は
変
人
」
な
ど
と
叩
き
込

ま
れ
、
設
計
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
っ
た
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
の
が
東
日
本
大
震
災
だ
。 

日
本
列
島
で
生
活
す
る
以
上
、
自
然
災

害
と
の
戦
い
は
避
け
ら
れ
な
い
。
迫
り
来

る
災
害
に
〝
命
を
ど
う
守
る
か
〟
緊
張

感
を
も
っ
て
日
々
を
送
る
し
か
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
Ｍ
・
Ｓ
） 
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